
議会評価意見書⑨ 

事 業 名 5-2-3 乗合バス協定路線運行事業 

議 会 評 価 ３ 改善・効率化し継続 

 

【評価説明】 

交通弱者の移動手段の確保のためにも、今後も継続すべき事業である。 

平成３０年度からの新たな協定に向け、ダイヤ・ルート等を見直し、

市民のニーズに沿った改善が必要である。また、少人数のコミュニティ

バスなどの運行を検討する必要がある。 


